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歩道では、駐車禁止！！
1998.10.10



[image: img_1_thumb]　最近、私は、外出には、電動三輪車を使っています。 これは、便利ですが、値段が少し高いのが気になります。
　それに、雨が降ると使えません。普通の人なら雨合羽を着れば、なんとかなると思いますが、 体が不自由な私は、お手上げです。
　電動三輪車を使って外出する時、困る事があります。電動三輪車は、歩道がある所では、歩道を通ります。
　しかし、電動三輪車では、歩道に車が停まって、通行妨害していると、 車道を通る事を余儀なくされてしまいます。歩道に車を停める事はいけないことは、誰でも分かって いる事です。実際には、歩道（ラインだけの歩道でも）に車を止めてある事が多々あるのです。 特に、商店の前は、悪いと思います。
　私が電動三輪車で外出する時に感じた事を書きましたが、 ＜歩道での駐車禁止＞は、常識です。健常者のご一考をお願いします。
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段差の問題！！
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段差の問題！！ 
1998.11.1




[image: img_2_m]
　第一回に話したように　私は、外出には、電動三輪車を使っています。
　ただ困る事があります。普通に歩く人なら平気な段差があると、 電動三輪車では、走行に気をつけます。
　電動三輪車は、少しぐらいの段差なら通る事が出来るのですが、それには、条件があります。 出来るだけ段差に直角に通る事です。斜めに通ると右左に揺れるのです。
　だから、転倒を防ぐのには、両方の後輪が、同時に段差に乗るように 気を付けるようしているのです。
　この写真は、武豊町体育館の付近の歩道です。車道との境にブロックがあります。高さは３ｃｍ位です。 しかし、これだれの段差でもスピード下げて通ります。斜めに通ると、合計６ｃｍになってしまうから 危険です。
　もう一つ、私だけの問題があります。それは、段差があると、右足の痛さに 響いてしまう事です。身障者は、痛みを感じる人もいる事を知ってもらいたいと思います。

　体育館の周辺の歩道は、色が変えてある関係で、あえて段差を作ってある思います。見栄えを良くしたいと いう関係者の考えも分かりますが、身体障害者の事に配慮して計画をお願いします。
　ほかの場所でも同じような場所もあります。是非、段差を無くしてください。あるテレビを見ていた時、 自分の家で、敷居の溝に足を取られて転倒し、骨折した人の話をしていました。これは、老人になると 「かがと」を引きずって歩くということが原因との話でした。段差の問題は、身障者ばかりでなく、 老人や小さい子どもや、乳母車に子どもを乗せているお母さんにも大事な事と思います。車道と比べて、 歩道の方が、小さな段差が多いと思います。 歩道の舗装にも、気を遣ってください。

 　もう一つの歩道に関する問題があります。この写真は、いわゆる合併道路の歩道です。この歩道は、幅が 狭いので、歩いている人の邪魔になってしまいます。私は、出来るだけ幅の広い所（他人の玄関など）で 待つようにします。
　この道路は、車の通りが多く、自転車の人も歩道を通ります（まだ、正式には、自転車は、通行不可だと 思います）。たいていの自転車の人は、一旦、車道を通りますが、車の通りが多いと、心配です。
早く、歩道を広くして、自転車の人も歩道を通行出来るようになる事を望みます。

　この歩道には、もう一つ問題があります。それは、歩道が進行方向に直角に斜め になっている事です。歩道が斜めになっている事は、私の使っている電動三輪車では、 ５度程度までは通れますが、スピードを落として、気を付けて通ります。 進行方向に直角なら、まだ、いい方で、一番困るのは、進行方向に斜めになっていることです。交差点は、 そういう所が多いのです。健常者の考えだけては、困ります。
[image: img_3_m]

　合併道路は、車の通行が多いから、是非、歩道の整備をして、 人も車も（自転車も）安心して通行出来る 道になってほといと思います。

















スロープ・階段の問題点
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スロープ・階段の問題点
1998.11.20

[image: img_0_m] 　これは、ある薬局のスロープです。元々は、階段があった場所にスロープを付け加えたようです。 それに、このスロープは、曲がりやすいように、カーブ少しつけてあります。この点でも、 店の人の苦労が分かります。
　しかし、私の様に半身麻痺の人には、自力で車椅子で通るのには、 これでも急な勾配です。 それに、玄関で曲がる時は、もう少し幅も欲しいと思います。付き添い人が押して通るなら、 車椅子で通行可です。しかし、電動三輪車では、回転半径の関係でもっと広い通行帯でないと 通行不能です。健常者が車椅子に乗って試すだけでは、いけないと思います。車椅子の場合は、 足だけでなく、手の機能が十分に機能しない人もいます。
　このスロープは、ここが薬局のスロープであることを考えないと いけないだろうと思います。先ほど、「付き添い人がいれば、通行可です」と書いたけれど、付き添い人がいれば、 その人に薬をもらって来てもらう方が、安全です。
　障害者や老人がスロープを薬局に来ることは、現実にあると思います。私もその一人です。 しかし、歩いてスロープを通ることは、危険があります。私も、スロープでは、ゆっくりゆっくり 通ります。スロープでは、足首に不安定な力が入ってしまうのです。 だから、手摺のついた階段の方が、安全に、安定した 姿勢で通ることが出来るのです。
　現実的にスロープを設けるなら、もっとゆるやかな勾配で、手摺を設け、幅も２ｍくらいに しないとにけないと思います。現実のスロープは、この薬局のスロープみたいな所が多いと思います。
　この薬局の場合は、（車椅子を使う障害者がいないことを前提にしたら）スロープを無くして、 元の階段に戻すことが良いと思います。ただし、階段に手摺を付ける事は、忘れないでください。 そうすれば、私のような障害者だけでなく、老人や一時的な障害を持った人も使いやすくなると 思います。階段では、平坦な場所に来ても３０ｃｍくらいは、手摺を付けてください。 よくあることですが、階段が終わった途端、手摺も終わりになってしまうことが多いのです。
　この薬局の場合、具体的には、図のようにすると良いと思います。
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風呂の腰掛け
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 1998.12.5
風呂の腰掛け


[image: img_0_m] 「自己紹介」で書いたように、私は、風呂も自力で入っています。私の家の風呂は、石油ヒーターで お湯を沸かしておき、それを浴槽に注ぐでけす。それで、浴槽洗いから、全部、私の力でやっています。 その時困ることがあります。それは、「温度感覚」の麻痺です。「自己紹介」で書いた通り、第二回目の 脳出血で「温度感覚」がいっそう鈍くなっていることです。そこで、家内が、子どもの赤ちゃんのとき 使っていた、舟型の「温度計」を用意してくれたので、その温度計を活用しています。 熱さの感覚が鈍っていることは、実際に浴槽に入っていても変わりがありません。
　風呂に入る時は、まず、脱衣場の「椅子」を利用して、衣服を脱ぎます。そして、入り口のドアーの 取っ手をつかんで、入ります。入った後は、病気になった後で作った手摺りを利用します。
　そして、浴室用の腰掛けに座って、体を洗い、湯船に入ります。この時、写真に写っている「腰掛け」が 便利です。それは、浴槽の縁と腰掛けの高さが合わせていることです。 もう一つ、腰掛けの天板が平らなことです。 この「腰掛け」は、木製で、大工の兄が作ってくれてのです。それ以前は、廃品になった 図工用腰掛けもらって来て、家内が丁度合う高さに切って、それを使っていました。
　一時、家内が既製品を買って来て、それを使ってみました。たしかに、見場は良かったのですが、私には、 馴染まない物でした。既製品は、天板が、お尻に合わせてカーブしていることです。 カーブしていると、入る時には、浴槽の縁まで、体を上げる必要があります。反対に、出る時には、 腰掛けに移る時、一旦立腰掛けから立って、また座る事が必要です。悪い足を湯船の中に置いて、左足は出し て、立つことは出来ないので、滑り降りることを余儀なくさせられました。そうすると、体が 不安定な形になります。どこか支えになる物が必要になります。私の風呂場では、 そんなに都合が良い物はありませんでした。それで、この腰掛けは、だれかにあげてしまいました。
　その点、天板が平らな腰掛けならば、体の移動が楽で、 体も安定して、スムーズに入ることも出ることもできます。 障害者は、よく似た人でも、その障害の程度により、使う道具も違って来ます。
　私は、出来るだけ普通の物を使うようにしていますが、風呂の腰掛けは、特性の物を使っています。 前に書いた通り、この「腰掛け」は、大工の兄が作った物です。既製品の腰掛けが合わない人は、 大工や指し物屋に作ってもらったらどうでしょうか。あるいは、木工の好きな人に作ってもらったら どうでしょうか。
[image: img_1_m]


















片手の機能は両手の半分？？
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片手の機能は両手の半分？？
1998.12.5
　前回も書いたように、私は、風呂も自力で入っています。入浴の時で一番苦労するのが、タオルを絞る ときです。前にも書いたように、私の家の風呂場には、手摺りがつけてあります。その手摺りを使って タオルを絞るのですが、これがそう簡単なことではないのです。
　幸いなことに名古屋市福祉健康センターの「厚生施設」で風呂の入り方の指導も受けています。それで、 現在は、「タオルを絞る」事ができます。一度、貴方の入浴の時、片手でタオルを絞ってみてください。 そうすると、片手でタオルを絞るのが大変なことが分かります。
　普通はタオルを絞るときは、両手を反対方向に絞るのですが、そして、まだ足りない時は、 すこし緩めて絞り直しを行うのです。そのとき、両手の力加減が上手く働いて簡単に絞ることが 出来るのです。
　しかし、片手の私には、手摺りでタオルを固定して、さらに絞りを入れないといけません。 これが、簡単には出来ないのです。「固定」と「絞ること」が片方の手でやらないといけないからです。
　「手」を使うことは、片手が両手の半分になる事になるという訳ではありません。タオルを絞ることは、 まだ簡単な方です。だからタオルを絞ることでは、両手の半分以上の物です。私は、「切り絵」を やっていますが、「切り絵」でカッターナイフを使う時は、重りで固定してやれば普通の人と大差なく できますれ。しかし、円を切ることは、出来ません。少しのカーブは、重りの位置を工夫すれば出来ます。
しかし、片手では、出来ないこともあります。針を使う「縫い物」は、お手上げです。 まだ試してないのですが「刺繍」なら、時間はかかるけど、固定する道具の工夫で出来ると思います。
「編み物」の好きな人が片方の編み棒を何かで固定して、片手で編むことも出来るということは聞いた ことがありますから、工夫次第で出来ることもあります。
　結論を言うと、片手では、全く出来ないことや 普通の人と同じように出来てしまうこともあります。 だから、片手でやれることを増やして行くことが重要なことです。健常者も障害を持った人それぞれに あったことを見極めることが大切なことです。ただ、援助すれば良いという訳ではなく、その人に合った 援助をするべきと思います。
















朝食の食器の後片付けは？？
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朝食の食器の後片付けは？？
1999.1.5
　名古屋市福祉健康センターの「更生施設」では、「調理実習」もやりました。両手が使えても機能障害を もっている人が、ほとんどでした。しかし、男の人で片手だけの人は私だけでしたから、先生が私について くれました。「調理実習」で、ジャガイモの皮をむく時、最初に二つに切って、その半分をまな板の上に 置いて包丁でむくことも、この時教えてくれました。タマネギも皮をむいた後、二つに切ってから、両端 から切る事も教えてくれました。
　食器洗いも「調理実習」の課題でした。調理の時は、先生が手伝ってくれましたが、食器洗いは、 自分だけの力でしました。
　そこで、食器をシンクの所に置いて、食器を回しながら洗いました。始めは、うまく出来なかったけど だんだん慣れてきました。もっとも、食器は、プラスチック製でしたから、割る心配はありませんでした。

　「更生施設」から、家に帰ってからの「調理実習」が役立ちました。それは、朝食の後の食器洗いは、 私の仕事になるからです。家内は、勤めがあるので、朝食の準備をして朝食を済ませたら、急いで勤務に 向かいます。だから、平日の朝食の食器洗いは、私の仕事になっています。始めの内は、 少し辛かったけれど、今は、食器洗いは、私の仕事と割り切って頑張っています。食器は、「更生施設」 とは違い、陶器やガラスですがらから、シンクに落として割ることもあります。しかし、怪我をしたことは ありません。
　「更生施設」の「調理実習」の時は、調理台の上に洗った食器を置いて、布巾で拭いてから食器置場に 返していました。しかし、私の台所では、洗った食器を並べて置くことは困難です。しかし、 私の家の台所には、食器乾燥機があるので助かっています。この食器乾燥機は、約２５年前に家の建替え た時に設備した物です。しかし、今までは、あまり使用していませんでした。その食器乾燥機が、 私には必需品です。
茶碗は、内側を回転させながら洗い、一度ひっくり返して、表側を洗います。この時、「回す力」と 「洗うためのブレーキ」とをうまくしないと洗えません。今では、茶碗を洗うことは上手くなっています。 しかし、長い形の湯飲みやコップには、苦労しています。内側を洗う時は、一度スポンジを底まで入れて、 縦にスポンジを動かし、それを数回繰り返してから、スポンジを出して、場所を移してから、同じ動作を 繰り返しています。表側を洗う時は、一度、横にして洗い、逆さにして、回しながら洗うことを やっています。小さい角型の食器も苦労します。
　食器洗い機があると良いと思いますが、今は、二人分の食器だから、時間は、普通の人には少し 長くかかりますが、洗い方を工夫して洗っています。
















第八回　　爪切りの工夫！！
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第八回　　爪切りの工夫！！
1999.3.1
　私は、「爪切り」も、現在は、自分でやります。私は、右手は使えません。だから、右手で、 左手の爪を切る事は、出来ません。
　私が「更生施設」から家に帰って来た当時は、末の娘が高校に行っていました。だから、「爪切り」は、 末娘に頼んでいました。しかし、娘は、東京の大学に入学しましたから、「爪切り」をしてもらう事が 出来なくなってしまいました。だから、当分は、「爪切り」を家内に頼んでいました。
　しかし、私は、自分の力で出来ないか考えていました。名古屋市リハビリセンターにいる時、「爪切り」 を自分の力でやっている人を見ています。それは、片手で「爪切り」をやるようにする機具を使っているの でした。その機具は、「作業療法」の部屋にありました。
　私は、その機具を持っていません。しかし、「足で爪切り」が 出来ないかと考えました。「爪切り」を、低い机の上にのせて、左足で切る事は出来ないかと考えました。 しかし、足でやるには、「爪切り」が安定しないと危険です。「爪切り」をそのまま置いて爪を切る事は、 大変危険です。そこで、私は、「爪切りを安定」する方法はないかと考えました。
　私は、病気になる前、電動ドライバーを使って細工をしていました。そこで、その電動ドライバーを 使って、「爪切り」に「蒲鉾の板」を付ける事を、試しにやって見ました。電動ドライバーを使うにも、 木ネジを持つ事が必要です。どうしようかと考えました。幸いなことに「爪切り」には、端に穴があいて いる事が分かりました。その穴を利用して「蒲鉾の板」に取り付けようと考えました。「蒲鉾の板」の 端に錐で穴をあける事を考えました。しかし、錐で穴をあけるにも「蒲鉾の板」を固定する事が必要です。 片手の私には、蒲鉾の板を固定する事は、出来ません。どうしょうかと考えました。蒲鉾の板を壁に 当てて、木ネジの入る穴をね錐であける事を試して見ました。どうにか穴があきました。それで、爪切りの 穴に木ネジを挿し、電動ドライバーを使って「爪切り」を固定しました。その際も、前にやった、 「蒲鉾の板を壁に当てる事」で、板を押さえる事をやりました。出来た「爪切り」を試して見たところ、 なんとか、左手の爪を切る事が出来ました。
　それ以来、私は、爪切りも自分の力でやっています。しかし、自由にならない右手・右足の爪きりには、 苦労しています。むしろ、左足で左手の爪を切る方が スムースに出来るようになっています。

















第九回　　切り絵の「しおり」！！　







第九回　　切り絵の「しおり」！！　
1999/4/1　掲載

[image: img_1_m]　私は、「更生施設」で指導を受けた「切り絵」も、左手のリハビリとして、家に帰った後も続けています。 「更生施設」から、退所する事が決まった時、切り絵用のカッターナイフとカッターマットを、「更生施設」 の担当者の先生に分けてもらいました。（先生が、「家に帰ってからも、切り絵を やりたいか」確認ががあったので。）そした、「型紙」を数点コピーしてもらいました。
　始めは、「更生施設」から頂いた「型紙」を使っていました。「更生施設」の時は、モノクロの切り絵 でした。そのうちに、「型紙」は「更生施設」でもらった物だったが、カラー化すると良い物がある事 に気がつきました。「龍」「アジサイ」「キキョウ」「達磨」などです。
　始めのうちは、家にあった市販の色紙を使っていまた。「キキョウ」は、普通の色紙を使うときれいに 仕上がりました。「龍」は、普通の色紙では、物足りなかったのです。そこで、当時は、言語訓練として 週２日名古屋に通っていたので、その帰りに、半田ユニーによって、色紙を見に行きました。その結果、 「ぼかし」の入った色紙や「金属光沢」のある色紙があったので、それを使って見ました。「龍」は、 空想上の動物であり、さまざまな色紙を使うと効果的でありました。「アジサイ」は、市販の色紙では、 やはり物足りなく思っていました。
　そこで、障子紙に絵の具で色を付ける事を考えました。その結果、絵の具のむら が、花のびらによって微妙に違い、花の色が 自然のようになりました。色紙（しきし）の「アジサイ」「達磨」は、義母の法事 の折り、親戚の人に、記念品として差し上げました。

　その後、「切り絵」の「しおり」を作ろうと考えてやって見ました。１０cm×４cmの枠の中に 入れる事を考えて、そこへ入る「花」をデザインを始めました。そこで、まず、白い紙に黒でデザインして、 「花しょうぶ」を作りました。その「花しょうぶ」をコピーし、デザインを修正しました。そうして、自作 の色紙を貼って、「花しょうぶ」を完成しました。
　その後、「花」を変えて、いろいろやっています。花によって、「しおり」に向かない物もありますが、 現在、花のデザインの切り絵の「しおり」は、約２０種類ができています。

　現在、「リハビリで作った物」のページに連載しています。一部は、「おしらせ」のページに、 「切り絵のしおりセット」として、お分けする物がありますので、ご参照ください。
















第十回　　種まきも、片手で！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞


第十回　　種まきも、片手で！！
1999..4.28

 [image: img_0_m]　庭の花壇のパンジーもきれいに咲き始めました。私の家の花壇は、狭い物です。大体１８０×１００cm くらいの物です。しかし、そんな狭い花壇でも苗を買って来ては、大変です。
　そこで、教員だったころ、すこし、園芸もやった事がありますから、その経験から、「種から育てる」 事にしました。しかし、片手ですから、出来るかと迷っていました。しかし、今から、３年程前、思い きって実行にうつしました。この写真のパンジーも、私が片手だけで育てた物です。
　昨年の８月下旬に種と「種まき用の土」を購入し、発砲スチロースの箱に「種まき」をしました。 種まきも片手でしなくてはならず苦労しました。教員時代は、種を左手持ち、その種を右手で摘まんで 蒔いていました。しかし、今は、左手一本でやることをしなくてはなりません。以前は、紙に種をあけて、 その種を左手で摘まんで蒔いていました。これでは、非常に時間がかかります。それで、今回は、種の袋を ハサミで切って、その袋を左手で持ち、細かい振動を与えて、種が自然に落ちる ということでやりました。しかし、種がむらに落ちるので、一様に蒔く事は出来ませんでした。 その事を我慢して「種まき」をすませました。
　種が発芽して、一回目の移植も全部自分の力でやりました。移植は、ポリポットを利用して行いました。 「培用土」を運ぶ事は、苦労しました。体は移動しないで、培用土の袋うつして、杖を突きながら自分の 体を移動し、また、培用土の袋をうつしました。この動作を繰り返して、「培用土」を作業をする場所まで 約１５m運びました。後の作業は、左手でも作業できました。
　この作業には、リサイクルの観点から、特質する事があります。それは、 破れた網戸を交換した後の「網」を、ハサミで切って、 ポリポットの底に使った事です。普通は、市販の物を使うのですが、 こうすると、「敗れた網」を捨てないでリサイクルできます。
　花壇の中に定植するのも自分しました。小さいといっても、幅が約１ｍくらいあります。だから、花壇の 外からでは、定植する事は、一部不可能です。そこで、小さな工夫をしてみました。それは、まず最初に 中央の２列の定植をするという工夫です。「なあんだ、そんなことか！！」と思いますが、そんなことの 積み重ねが、障害者にとって大事ことです。定植には、もう一つの困難がありました。それは、道具の問題 です。左手だけだと「小さいシャベル」しか使えません。パンジーの前には、サルビアがありました。それを 抜くことは、簡単でした。しかし、パンジーを植え付けるには、土を柔らかくしておく事が必要でした。 「小さいシャベル」を出来るだけ地面と直角にする方法しかありませんでした。そして、腐葉土を混ぜて ならして、定植をしました。
　文で書くと簡単ですが、実際の作業は大変でした。一番大変なことは、右足が痛くなることでした。 この頃は、腰を曲げて作業は、少しの作業でも痛みがあります。だから、少し作業しては休む事が必要 でした。

　今年も、「サルビア」と「ミニトマト」の種を蒔きました。「サルビア」は、自分の家の花壇用です。 「ミニトマト」は、「鉢物用」の品種です。「生食」にも使えます。「ミニトマト」は、２袋蒔いたので、 希望の人や特殊学級に、分けても良いと思っています。本数は、約３０本あります。 希望の人や特殊学級の担任は、連絡してください。

















第十一回　　今も病院通い！！







第十一回　　今も病院通い！！　
1999/5/12　掲載


 　「脳出血」になって以来、病院通いが続いています。最近は、２週間ごとに「杉石病院」に通って、 脳外科の診察をしてもらって、薬をもらっています。厚生省の指導で、薬をもらうには、 どうしても診察が必要です。しかも、原則的に２週間の薬です。最大で１ヶ月ということです。 1ヶ月診察を受けないと、薬は貰えません。私の場合は、病状は、幸いなことに、あまり変化しません。 しかし、薬は手放せません。

　「自己紹介」のページにも少し書いてありますが、「脳出血」の再発があったので入院をしました。 始めは、「半田病院」に入院し、それから、町内の「杉石病院」に転院しました。
　「杉石病院」では、在宅診察、在宅リハビリ、在宅看護という制度が ありました。私は、入院が終わってからは、在宅リハビリと在宅診察を受けていました。 在宅診察の薬は、薬局の人が自宅まで届けてくださるのでありがたく 思っていました。（今でも在宅診察等の制度はあります。病院での診察が困難な人は、３階の 「医療相談室」を尋ねられたら・・・）　

　最近は、電動三輪車を使って杉石病院に通っています。それは、主治医の先生に勧められて、「電動 三輪車を使って病院に行くことも、良いリハビリになります。」と言われたからです。私もその方が良いと 考えました。そこで、病院の外来診察を、２週間に１度通っています。はじめのうちは、月曜日を定例に して、雨が降るようら、土曜日や火曜日にしていました。また、冬の寒い期間は、在宅診察をお願いして いました。
　しかし、平成九年から、定例の外来診察を「土曜日」にしました。それで、平成十年の冬の期間は、 家内の勤務がないが隔週の土曜休みの日に車で連れていってくれるようになりました。しかし、５週間ある 月は、病院へ行く日と家内の勤務のない日が違っています。そんな時には、主治医の先生に３週間分の薬を もらってきます。そんな事もしてくれる主治医の先生に感謝しています。
　今年は、まだ、家内の自動車を利用しています。もう、電動三輪車で、「杉石病院」へ行きたいと思って います。

　そうそう、「杉石病院」では、午前中の診察には、「予約診察」という 制度があります。再診の人では、一定の条件で、当日の９時以降、電話で予約が 可能な制度です。この制度を私も利用しています。電動三輪車で病院に行ったころは、この制度が 無かったから、２時間から３時間の待ち時間がありました。この制度のお陰で、待ち時間が 相当短縮されています。この点でも、助かっています。完全な予約制 だったら、雨の日でも診察に行かなくてはなりません。しかし、私は、傘を使えませんので困って しまいます。診察を希望する日に予約診察をしてくれる制度は、貴重な物です。
　電話を受ける杉石病院の担当者の人には、迷惑をかけていますが、何とか通じています。この点もリハビリ として役立っています。

　また、耳鼻科にもお世話になっています。慢性の副鼻孔炎です。これは、今は、点鼻薬だけを使って います。しかし、これでも、２週間ごと医者の診察を受けなければなりません。それで、耳鼻科の診察は、 武豊町福祉協議会のヘルパーさんにご厄介をかけ、一緒に「杉石病院」について行ってもらっています。 この場合は、タクシーを使います。ヘルパーは、６５歳になるまで、有料です。しかし、大変安い料金で 助かっています。介護保険制度が施行されたら、私の場合、どういう事になるかわかりません。

　とにかく、医者の薬が手放せなく、病院通いが続いています。足の疼痛は、少し悪くなりましたが、 病状は、安定しているので、ご安心ください。
　
















第十二回　　バリアーフリー！！







第十二回　　バリアーフリー！！
1999/6/14　掲載

　最近、「バリアーフリー」という言葉を耳にします。障害者も健常者と共に暮らせる社会を作るという ことで、この言葉は、使われることが多いと思います。私は、「障害者」だけでなく、お年よりや幼児も 含めて使うべきだと思います。そう言う意味を考えると、一つの疑問がわいて来ます。それは、お店の事 です。建物だけでなく、その施設や運営のあり方を問題にするべきです。

　個人の商店は、多くが建物に問題があり、問題外と思います。店に入る時敷居が高いとか、スロープが 急勾配であるとか、物が一杯並んで通路が狭いとかの問題が一杯あります。私は、少しの距離なら杖を ついてなら歩けます。しかし、こういう事柄があると個人の商店には、いけません。
　一軒だけ、行く店があります。その店は、店に入るのに５㎝ぐらいの段差はあるものの、ゆっくりな 動作なら店に入ることができます。いつも、私が行くと玄関のドアーを店の人が開けてくれます。 だから、安心して入れます。帰るときにも、玄関のドアーを開けて、「気をつけて！」と言ってくれるの です。そうして、私が電動三輪車の近くまで行く時間、ドアーの所で見守ってくれます。「バリアーフリー」 の心を持った店であると思います。実は、この店は、理髪店です。この店は、土日以外は、利用客の希望で 「在宅」で散髪をやってくれるそうです。

　他の買い物は、スーパーで買います。主に「武豊ユニー」を利用しています。ここは、障害者の意見も 聞いて作ってあるので「バリアーフリー」の建物になっています。もちろん、段差は無く、障害者駐車場や 障害者トイレも設けています。また、「エレベーター」も身障者用のボタンがあるのが一基あります。 そして、私が電動三輪車で乗り入れても文句はいいません。時々、車椅子で 買い物をする人も見かけます。
　この「ユニー」でも、私は、運用の問題点があると思います。それは、商品の補充のやり方です。補充を している人は、客の事をもっと大事にしてということです。補充のため通路を狭くしたり、閉じたりして います。時には、補充する商品だけで店員がいないこともあります。客の迷惑にならない場所を補充する物 を置く場所を決めて、そこからは、手で持って行くようにしたら、と思います。手で持てない物は、開店 する前にしたらと思います。
　もう一つは、お年よりなどの配慮が足りないと思います。一階では、休むためのベンチは、一箇所しか 置いてありませんが、もう少し多くの場所に置く方が良いと思います。２階では、食事をする所だけしか ありません。「身障者トイレ」は、身障者は、そんなに多くこないので「身障者・お年より用トイレ」に した方が良いと思います。そうすれば、お年よりにも配慮することになります。
　また、２階では、商品が多くて通路が狭い所も何箇所かあります。だから、電動三輪車では、見て回る 場所は限られてしまいます。ある時、「レジ」にお金を支払って帰ろうとして、「レジ」を置いてある場所 の通路が狭く、電動三輪車をバックをしなければならないこともありました。バックは、他のひとに迷惑を かける場合もありますから、出来るだけ使う事を避けたいと思っています。

　「ユニー」の近くに別のスーパーがあります。ここでは、障害者用の施設はありません。「エレベーター」 もありません。「エスカレーター」の乗り降りする場所には、平らになっていません。だから、「エスカ レーター」の利用は、つまづくことが予想されるので利用しないことにしています。ただ、良い点が あります。それは、商品の補充が買い物時間には、ほとんど無いことです。また、私の買い物は、文房具や フロッピーディスクなどですが、「ユニー」より、安い物があります。そして、「レジ」は、横向 きなので、店員さんと接する距離が短く、好感が持てます。そして、おつりをあるときは、先にお札 だけを渡してくれ、硬貨は、別に渡してくれることです。このサービスは、「ユニー」では、滅多にして くれぬサービスです。私のように片手の者には、お札と硬貨を別々に渡してくれると仕舞う時、便利です。


















第十三回　　バリアーフリー(2)！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞


第十三回　　バリアーフリー(2)！！
1999/7/9　掲載

[image: img_0_m]　外出時にトイレに行きたくなった事は、だれでもあると思います。私も、そういった場合があります。 私の場合には、「小」は、普通のトイレで間に合います。しかし、「大」の場合は、「障害者 用トイレ」が無いと困る事になります。私の行動する範囲では、「障害者用トイレ」は、少ししかあり ません。商店では、「ユニー」くらいです。公共施設では、「武豊町中央公民会」、「武豊町の役場」には あります。病院では、私の通院している「杉石病院」には、普通のトイレの近くにあります。
　富貴駅の辺りでは、全く無いと思います。私の情報が不足しているから、間違いがあるかも分かりません。 だから、早く、武豊町の「障害者用マップ」が欲しいと思います。ですね。

　「障害者用トイレ」は、広いスペースを持つ事が常識になっていますが、はたして、そんなに広い スペースがいるか、私は、疑問に思います。そんなに広いスペースは無くても、「障害者用トイレ」 は、作れると思います。それは、中部労災病院に入院していた時の経験から言える事です。
　中部労災病院は、古い建物ですが、「障害者用トイレ」を持っていたのです。それは、普通のトイレに 併設してありました。当然、そのころは、私は、車椅子を使用していました。だから、段差はありません でした。トイレのスペースは、普通のトイレの１．５倍くらいの物でした。トイレのドアは、ありません でした。その代わり、カーテンがありました。カーテンの上は、固定してありました。車椅子の私もここを 使っていました。便器は、一番奥にあり、例え、他の人が来ても、カーテンをあければ、車椅子が見えるの で支障はありませんでした。当然、両側に手すりが設けてありました。病院ですから、呼び鈴の施設はあり ました。（図参考）
　中部労災病院のトイレくらいの「障害者用トイレ」なら、少しの金額で作ったり、改造したり出来ると 思います。そして、「老人・障害者用手すりつきトイレ」としたらよいと思います。そして、電動車椅子 でも使用できる事が必要です。このトイレは、勿論一般の人の使用も可とします。関係者の一考をお願い します。

　もう一つ、言いたい事があります。それは、過去にも取り上げた事ですが、「スロープ」の事です。 この「スロープ」の問題は、健常者の考えだけで設けられている物が多いと思います。ただ単に、申し訳 程度の物が多くあります。実際には、障害者では使用できない物も多いのです。「スロープ」が急な物で、 普通の車椅子では、上り下りが無理な物、普通の車椅子でも回転が無理な物や危険な物などが多すぎると 思います。具体的にあげなるなら、富貴郵便局のスロープ、富貴農協の事務室へのスロープ（同じ富貴農協 の販売部のスロープは良い）、私が薬をもらう薬局のスロープなどです。武豊町の役場のスロープは、なら だかで良いと思います。直接関係はないのですが、障害者の施設である「いっぽ長屋」のスロープも、私は、 危険性があるスロープと思います。それは、「いっぽ長屋」の出入り口に最近設けてあるスロープは、すぐ そばに、水道の水栓と水受けがあるので、そこへはまってしまう危険があると思うからです。だから、水道 の施設を取り除くか、水受けの端に手すりを設けて、危険性を取り去る事が必要と考えます。（図参考）
[image: img_2_m]
　「バリアーフリー」は、今後ますます重要になってくると思います。そうした場合、障害者ばかりで 無く、老人も考慮していかなくてはならないと思います。そのためには、健常者の思いつきだけでやる のではく、実際の老人や障害者の考えを聞いて、利用しやすい物をと考えていく事が必要と思います。前回 書いた「運用」や「人の思いやり」も重要だと思います。最近、電動三輪車ユニーで買い物をしていてら、 買い物に来ている人が、「何か取ってあげましょうか」と聞かれた事が続けてありました。二人とも、若い お母さんと思われました。このような人が増えると「バリアーフリー」も増進していくと思いました。 それと比べて、ユニーの「レジ」は、一考に価する事が、最近、ありました。それは、若い男の人がレジの 係りをしていました。その男の人は、買い物籠に商品を入れたままで渡してくれました。私は、電動三輪車 でレジに行きました。買い物篭では、運べません。すこし、間を置きましたけど、その男の人は、何にもし てくれません。しかたないので、電動三輪車の前の籠に、袋と商品をいれてレジを離れました。そして、 誰もいない商品を置く台を見つけて、自分で袋詰を試みました。しかし、片手では、袋詰は、なかなかうま くいきませんだした。そこへ、買い物に来た若いお母さんが来て、袋詰をしてくれました。こんな事がある ユニーは、心の「バリアーフリー」とは言えないと思います。

















第十四回　新しい試み！！







第十四回
新しい試み！！ 
1999/8/10　掲載


　私は、新しい挑戦を試みています。それは、コンピュータに詳しい人でないと、 分からないのですが、「Bisual Basic」を使って、「ウインドウズ」用の、特殊学級用の プログラム作りに取り組んでいます。

　前に、私のホームページに、「MSX basic」の病気になる前に作ったプログラムの改良や、そのプログラム を元にしたプログラムに関することを書いた覚えがあります。しかし、「Bisual Basic」は、「MSX basic」 とは、相当違っています。「Bisual Basic」を買っても、「取扱い説明書」は、ほんのちょっびりしかつい ていないのです。具体的な、プログラムの作り方は、書いてないのです。
　そこで、まず、本屋に言って、「Bisual Basic」に関する本を買ってきました。しかし、失語症になって から、本を読んでも、繰り返し繰り返し読まないと理解することが出来なくなっています。それで、本で 読んだことは、すぐに忘れてしまいます。だから、本に書いてあるサンプルプログラムを実際に作りながら 勉強しています。
　ある本に、「アナログ時計」のプログラムがありました。その本を、早速買ってきました。それは、病気に なる前に、「時計の読み方」というプログラムを「MSX Basic」で作ったことがあるからです。その時も、本に 載っていた「アナログ時計」のプログラムを参考に作りました。だから、今回も、「時計」のプログラムが あったかなると考えました。
　そして、「Bisual Basic」で、「とけいの　よみかた」というプログラム作りに取りかかりました。 「Bisual Basic」は、「MSX basic」とは相当違っていました。だから、試行錯誤の連続でした。 一応サンプルが出来ました。
　出来たソフトは、現役の教師で、Msxパソコンを半田市の特殊学級に設置した人の一人にメールで送りま した（ある時期、同僚で、私のことを心配してくれている人）。その人は、意見や感想などをメールに 書いてきました。それを見て、ソフトの手直しをしました。こうしたことが２･３回ありました。ソフトの 完成までの期間は、１ヶ月半かかりました。こうして、「とけいの　よみかた」が完成 しました。

　夏休みが終わって、子どもが学校に来たら、どこかの特殊学級で、私の作った「とけいの　よみかた」の プログラムを使ったもらいたいと思っています。そして、子どもたちの感想や意見が聞けたら良いと 思っています。その声を参考にソフトの改良したいと思っています。

　「とけいの　よみかた」の続きは、MSXプログラムで作った事がある「時計の合わせ方」「時間の計算」を 作りたいと思っています。３つのプログラムが揃ったら、有償で希望の学校にお分けする予定です。なぜ 無償にしないのか疑問がある人もあると思いますが、折角作ったソフトを実際に使ってもらいたいからです。 半田市の特殊学級に無償のソフトを複数配布してあるが、実際に使っている学校は、少ししか無いというのが 実情です。だから、有償で配布したいのです。現在のところ、１０００円未満にしようと思っています。 病気になる前、特殊学級の担任になったことがあります。特殊学級用のソフトは、皆無です。だから、 有償で配布したら、使う予定の学校が希望するからです。私がソフト開発にかかる費用には、１０００円で は足りませんが、私のリハビリを兼ねているから、そのくらいで配布する 予定です。失語症にかかっている私ですから、三部が、いつ完成するかは、 分かりませんが・・・・・
















第十五回　　紐のついたタオル！！
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第十五回　　紐のついたタオル！！ 　　
1999/9/10　掲載

 [image: img_0]　写真の左側これは、風呂で使うタオルです。原型は、中部労災病院のとき、作業療法の実習生が作って くれた物です。それを学生の娘の、帰郷したときに、家内の指示で作ってくれた物です。家内は、背中を 洗うとき便利といいます。それは、タオルに紐がついており、その紐を持って洗うと上手に洗えると考えて いるからです。既製品で売られていますが、紐が細い物が多いようです。このタオルの紐は、別のタオルで 作ってありますので、手に優しい物になっております。
　確かに、ちょっと考えると、そのように思えます。しかし、私には、便利と思えないのです。それは、 右手の機能がほとんど無くて、せっかく紐をつけてくれても、持つ事が出来ないのです。このタオルは、 紐に腕に掛けて使うことを考えて作ったと思いますが、残念ながら、右腕を動かすことも殆ど出来ない 私には、右腕でタオルを引くことが出来ないからだめです。腕の機能が少しでもある人には、良いと思い ます。また、健常者の老人にはにとっては便利だと思います。
　それより、少し長いタオルの方が便利です。左手でタオルの両端を持って洗うと、健常者とは比べ物に ならないが、背中がうまく洗えます。写真の右の物は、名古屋市総合リハビリテーションセンターの時に、 職員の指導により、家内が作った物です。素材は、ナイロン(?)です。始めは、両端に小さな袋がついて いましたが、今は、やぶれてありません。これも、袋は役に立つことはありませんでした。ナイロン製の タオルを２本つないであります。これも、袋は役に立たないが、軽くて便利に使っています。しかし、体を 洗う時は便利に使っておりますが、濡れた体を拭くのには、適していないから、綿の長いタオルを使って います。

　障害者は、同じ病名でも、それぞれの障害が変わっています。その状態によって「補助具」が変わって きます。ここに書いた「紐のあるタオル」も、その一つの例だと思います。私は、左手の障害はほとんど ありません（少し触覚が悪いが・・・）ので、左手で出来ることは、自分の力でしています。タオルは、 出来るだけ普通の物を使うようにしています。「補助具」は、健常者の考えを押しつけるのではなく、 障害者の状態に応じた事を考えないといけないと思います。

　私は、二週間に一度、耳鼻科に通っています。そのとき、ヘルパーさんに着いて行ってもらいます。 そのとき、玄関の所で靴を履きますが、時間かかっても多くのヘルパーさんは、見ていてくれます。 そして、立つときも、ヘルパーさんは、見守ってくれます。私の状態が特に悪い時は、手伝ってくれま すが、その時の「補助」は、ヘルパーさんにより様々です。ある人は、私が転びそうにならない限り、 手を添えているだけで、私が立つことを助けてくれます。ある人は、無理やりに立たせようとします。 そんな時には、無理な力がかかり、うまく立つことが出来ません。

　「紐のあるタオル」「ヘルパーさん」のことで、健常者の考えだけで「補助」をするのではなく、 その人にあった「補助」があることを考えてくださいということを書きました。
















第十六回　　特殊学級のためのソフト！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
第十六回　　特殊学級のためのソフト！！ 
1999/10/10　掲載

　第１４回で、「ウインドーズ」でのプログラム作りのことを書きました。この時に書いた「時計の三部作」は、 一応完成しました。それで、２・３の学校に送って感想などを待っています。この時は、「いつ完成するか 分かりませんが」という事を書いています。それが短期間にできたのは、「とけいの　よみかた」が完成 すると、後は、そのプログラムを元にして修正・改定することで、「とけいの　あわせかた」「時間の　 けいさん」も作ることができたのです。基本のプログラムが出来ると、後は、容易にソフトが出来るという 事は、MSXの場合と変わらない事が分かりました。
　私は、MSXのプログラムは、特殊学級用として、多数作りました。今も、半田市の学校では使ってくれて いる学校もあります。ＭＳＸパソコンは、もう販売されていません。わずかに中古でパソコン ショップで売られていますが、当地では、全く手には入らない状態です。
　それで、私が病気になる前に作ったソフトを改良したプログラムも、ハードが壊れてしまったら、何の役 にもたちません。それで、家内は、ウインドーズ用に移植は出来ないかと、パソコンに詳しい人に頼んで いますが、移植は難しいようです。私は、ＭＳＸは、特殊な考えで作っているから、ウインドーズへの移植 は無理だと考えていました。特に国語用のソフトは、ＭＳＸの機能の内、ウインドーズには無い画面 関係の機能を使っていますから（ＭＳＸは、通常は見えない画面を複数持っている）、移植は、不可能と 思っています。
　しかし、ＭＳＸでのソフトは、ウインドーズでも出来ると思います。「でも」だけでなく、ウインドーズ では、さらに優れたソフトが出来ると思います。問題は、ソフトを作る人間です。ＭＳＸの場合でも、教師 で、自作のソフト作りをする人は、ほんの少しの人でした。まして、特殊学級用のソフト作りをやる人は、 皆無に等しい状態でした。今では，ウインドーズ用のパソコンは、多くの人や学校に使われていますが、 自作ソフトを作って、特殊学級に役立てたいと思っている人は無いに等しいと思います。　

　それで、私は、ウインドーズ用の「時計の三部作」目指したのです。そうして、一応、「時計の三部作」は 出来あがりました。つぎは、算数の足し算（暗算）のソフトを作りたいと思い、手をつけ始めています。 一桁の足し算で、和が１８までの場合は、見通しが立っています。教育用のプログラムの問題は、間違えた 場合の処理だと考えいます。ここに、昔やっていたＭＳＸでのことが役に立っています。「時計」の場合は、 いきなり誤答としなくて、もう一回考えることをすることです。足し算のソフトは、今年中には出きる 見通しです。
　とこかの教育委員会がソフトの開発に援助してくれるとありがたいのですが。有償で（無償でもよいと 思っていますが、前回書いている理由で）、私が開発したソフトを使ってくれる教育委員会はないので しょうか。しかし、私は、障害を持っていますから、開発する内容や時間制限はしなてよいようなことで 協力してくれる所は、無いでしょうか。もしも、このページを読んで「協力してやろう」という関係者が いましたら、もう少し詳しいことは、メールでやり取りしましょう。 　 　
















第十七回　　手作り年賀状！！
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第十七回　　手作り年賀状！！
1999/10/1　掲載

[image: pho401]

　私の年賀状は、病気になってリハビリセンターにいた年を除いて、カラーの手作りの物でした。 「プリントゴッコ」を購入する以前は、ガリ版で作っていました。「プリントゴッコ」も第３代を 数えていました。
　しかし、平成１１年の年賀状は、パソコンで製版して、プリンターで印刷しました。こうすることで、 数多くの年賀状を作りました。家内の知り合いの人、２人に作ってあげました。原画は、同じでも、 文面は、その人にあった文面にして、作ってあげました。
　私は、特殊なフソトを使わずに、パソコンに内蔵しているソフトで作りました。今年も、同じように 作りたいと思います。基本的には、「ペイント」を使っています。今年は、既製の写真をデジタルカメラで 撮影して（スキャナーがありませんから）、それを修正して年賀状にするということをして見たいと思います。 　こういう技法を使って、本の挿絵を複写して作りたいとも思っています。純粋に「ペイント」で作る事も 考えています。

　パソコンで作ってプリンターで印刷するとき、注意しなくてはならないことがあります。それは、 印刷するとき、製版では見えるのに、実際に印刷して見ると、印刷できないことがあることです。私の プリンターでは、紙面の終わり１５ミリは、印刷されないと、プリンターの取扱い説明書に書いて あります。このことは、プリンターで変わりますから、あなたのプリンターの取扱い説明書で調べる ことが必要です。
　私は、「ペイント」で作って物を、「ワード」で実際の年賀状にしています。「ワード」には、紙面を 選ぶことが出来ます。年賀状を作るのだから、「はがき」を使えば良いと思いますが、私は、 使ってはいません。それは、前述のプリンターの問題があるからです。私は、紙面を「フリーサイズ」 にして、「はがき」より少し大きい物を使っています。つまり、パソコンを騙して葉書に印刷して いるのです。平成１１年の年賀状を作ったプリンターと今年の年賀状を作るプリンターは、違っています から、このプリンターに合わせることに苦労しました。この方法で余白約５ミリを実現しています。
　「ペイント」での大きさも、縦用と横用とでは、微妙に違っていますから、試験用の紙面を作って 試行しました。その結果、実用になる紙面が出来ました。この紙面を何も書いてない物を保存しています。 この保存した紙面を使ったサンプルが、この写真です。　

　「おしらせ」のページに、私が作った物を載せます。希望があったら、その中から、あなた用に修正した 年賀状を印刷します。

　
















第十八回　　手作り年賀状(続き)！！
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第十八回　　手作り年賀状(続き)！！ 
1999/12/1　掲載
[image: pho421]


　前回は、「スキャナがないでの・・」と書いたが、１１月になって購入しました。私が買ってスキャナは、 キャノンのUSB接続の物でした。だから、電源が無いので場所をとらず、スマートな物でした。 「スキャナ」は、家内の希望でした。家内は写真を趣味にしています。その写真をスキャナで取り、 文集など活用したいという希望を持っていました。家内は、まだスキャナの操作が分かりませんので、 活用はしていません。

　そこで、私が年賀状作りに試しに使って見ました。まず、スキャナで原画をとりました。その時、原画は、 葉書より小さな物でしたから、スキャナでとるとき、約２倍にしました。勿論、ファイルタイプは、 「Ｊｐｇ」にしてとり込みました。それをトリミングして希望の所を取り込みました。この場合は、 年賀状の写真の部分だけ取り込みました。
　それをクリックすると、「Micsoft　photo Editor」が自動的に選択されます。画像が表示されたら、 「イメージ」クリックて、「トリミング」「サイズ変更」をします。希望の画像が出来上がったら 「ペイント」を立ち上げ、その画像を表示します。スキャナで取り込んだ画像は、そのままでは使用する ことは出来ない事があるので、「ペイント」の機能で修正します。この年賀状の場合は、辰のおとし子を 少しぼんやりしていたので、線や模様をはっきりしました。また、バックの色を、明るい青に変えています。 こうして出来た画像に、文字を入れました。
　こうして、原画ができました。この原画をワープロソフトである「ワード」に取りこみました。 「ワード」で、用紙の指定、余白等の調子を整えました。私のパソコンは、「ウィンドウズ９８」です。 「ペイント」での原画を画面一杯に作っておくと、「ワード」の挿入の段階で、自動的に縮小されます。 こうすると、原画を「葉書」の大きさにするより、きれいに仕上がります。
　試し刷りをやり、色の具合を見てみます。大抵は、「ペイント」からの修正をします。試し刷りの段階で、 プリンターの色の濃さなどの調整します。私のプリンターは、そのままですと、色が濃くなりすぎになりま す。そうすると、年賀状の場合は、一寸、度がきつくなりすぎになってしまいます。だから、プリンターに 合わせることが必要です。まだ、「ペイント」「ワード」での年賀状作りには、いくつかのノーハウがあり ますが、きりがつかないので、ここらへんで終わりにします。
















第十九回　　アンケート！！
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第十九回　　アンケート！！
2000/1/1　掲載

　1999年の12月、突然、私宛てに「アンケート」が郵送されてきました。そのアンケートは、 茨城大学工学部の都市システム工学の計画・交通研究室の高橋という人からのアンケートでした。 このアンケートは、私のホームページを見て送った物でした。
　アンケートの内容は、「電動三輪車」に関する物でした。私がホームページに「電動三輪車」に乗って いると言う事を掲載しているので、アンケートを送ってきた物と思われます。中身は、「電動三輪車」を 使っているとき、どんな事をしているかといった物でした。例えば、「歩行者や自転車にすれ違ったとき、 誰がよけるか・・」「電動三輪車に乗っているとき、人や物との接触はありますか、また、その原因は・・ 」といった質問がありました。
　確かに、この地方でも、「電動三輪車」に乗っている人をときどき見ます。私が2週間に一度病院にいくと、 ２・３台の「電動三輪車」が駐車しています。私が乗り始めた時は、病院での駐車は、ほとんどありません でした。この１年間で急速に広がっているようです。それで、病院では、「電動車椅子」「電動三輪車」 専用の駐車場を設けでいます。しかし、すぐ近くに「自転車・バイク専用の駐車場」があるのに、「自転車」や「バイク」の駐車があり、私の駐車する場所が無いことが多く あります。この問題は、利用する人の心の問題と思います。
　このアンケートで始めて知ったことがあります。それは、「電動三輪車」に関する交通ルールがない ことです。自転車のルールはありますが、直接「電動三輪車」に関する交通規則はなかったのです。 「電動三輪車」のメーカーは、「歩道を走行してください」と取扱い説明書に書いてありますが、 ルールはないから、スケートボートなどと同様に「玩具」扱いになっていることが分かりました。 だから、少しでも役にたつならと、私の「電動三輪車」の実態をアンケートに答えました。
　「電動三輪車」は、一般の老人を対象にしています。メーカーも増えていますから、これから、 もっともっと増えていくと思います。だから、早急に、交通規則に「電動三輪車」や「電動車椅子」に 関するルールを明確にしていく事が必要と思います。その際、老人や障害者が使う物ですから、保護規定を 多くして行く必要があると考えます。そうすれば、病院での「電動車椅子」「電動三輪車」の駐車の問題も、 一歩すすむと思います。一番大切なことは、弱者にたいする人の「心」の問題と思います。弱者にたいする 「思いやりの心」の問題が大切だと思います。
















第二十回　　物語ソフトの移植(？)ができた！！







第二十回　　物語ソフトの移植(？)ができた！！ 
2000/2/1　掲載


　前に書いたように、私は、以前、MSXで作った特殊学級用のソフトを「ウインドーズ」用に移植できないか という家内の希望に対する考えとして移植は困難と思うと書いて来ました。そして、単なる移植より 「ウインドーズ」用に新しくソフトを作る方がよいとも書きました。それで、パソコンを買い換えたとき、 「ウインドーズ」で働くペーシックソフトを買いました。始めは、このペーシックには、取扱い説明書が ないに等しい状態でありましたので、戸惑いました。それで、本屋に行って、ペーシック関係の本を買って 来ました。始めは、何が何だか分かりませんでした。それで、複数の本を買って来ました。 その本の一冊に「アナログ時計」ソフトがついている本がありました。私が、MSXベーシックでプログラム した物にも「時計の読み方」などのソフトがあったので、これならば分かるかも知れないと思ったからです。 その本で（付録して、CD－ROMで）、「ウインドーズ」で働くペーシックのことが少し分かってので、 「時計の読み方」(第十四回掲載)ソフトをなんとか完成しました。

　それで、今度は、国語のソフトを作りたい思いました。国語のソフトの中には、「物語ソフト」があり ます。それは、「絵本」になっていて、漢字の読み方を勉強するプログラムになっています。その「物語 ソフト」は、いくつかありますが、MSXペーシックで作った物は、全部縦書き出来ていました。私が病気に なる前に作った物ですが、自分で作ったのに、詳しいプログラムは、今は分かりません。一字ずつ座標を 指定して表示することは分かります。それから、見えない画面を巧妙に使っていたと思います。
　しかし、「ウインドーズ」で働くペーシックソフトでは、どのようにして縦書きでプログラムを作れる かが、私には全く分かりせん。画面だけなら、一字ずつ座標を指定したらよいことは分かりますが、解答を 縦書きで表す方法は、全く分かりません。
　だが、「物語」ソフトは、パソコン絵本になっていました。そのために　フロッピーディスクに画像を保存 しておき、ソフトが起動するとき、その画像を取り込むようにしていました。この画像を取り込む方法が、 「ウインドーズ」で働くペーシックソフトでは、どうするか分かりませんでした。ある人のプログラムの ソースを試していたら、参考になることがありました。その方法を参考にしながら、いろいろ試したら、 よい方法が見つかりました。それは、「ウインドーズ」で働くペーシックソフトでは、「絵」をバック グランドに設定することができるということが分かりました。そして、バックグランドとしての画像は、 改めてソフトが起動した後から、フロッピーディスクから読み込むことは、必要がないとことも分かりまし た。そのバックグランドの上に「文字」を書くことが出来るのです。この機能を使って「物語ソフト」が 出来ると考えました。
　早速、ソフトの製作にかかりました。バッググランドとして「絵」を「ペイント」でかきました。 その「絵」をフロッピーディスクにセーブしました。「絵」は、試行用の「絵」でした。ここで、重大な 障害が発生しました。それは、フロッピーディスクには、２枚しか収納できないことです。試行用のソフト も１から２枚の「絵」しか使えないのです。私のパソコンでは、外部データは、フロッピーディスクしか 使えないのです。
　MSXの「物語」ソフトでは、数枚の「絵」が使えましたが、１から２枚の「絵」しか使えないという ことに困ってしまいました。しかし、解決方法が分かりました。それは、偶然「絵」を「ＪＰＧ」ファイル としてセーブしてしまいました。その結果、はるかにすくないバイトでセーブすることが分かりました。 その方法を使った結果、約１０枚くらいの「絵」を使うことが出来る予想がたちました。
　文として書くと簡単なことのようですが、実際は大変でした。「ＪＰＧ」ファイルが使えるならば、 著作権の問題があるが、絵本の「絵」をスキャナーでとり、それを使うことが出きると考え、早速、 プログラム作りに取りかかりました。 　始めは、文章を「横書き」で作りました。１ページの文章は、１行をまとめて表す方法をとりました。 行の位置はプログラムで制御するようしました。そうして、問題の漢字を赤色でオーバーラップしています。 しかし、オーバーラップする位置を合わせることに時間がかかってしまいます。行は、その行の数字を書 いて、プログラムで制御する方法がとりました。漢字・かな・記号なとが混在している文章では、一文字分 の大きさが変わっているから、いちいちその漢字の位置を書いて、それを試して修正することが必要になる のです。これは、大変時間がかかりました。それで、プログラムを大幅に修正して、文章を「縦書き」に することにしました。前記のように、ＭＳＸのときは、一字づつ座標して縦書き来であらわしていました。 その方法を思い出しだしながら、プログラムを作りました。単純に縦書きにすると、記号や小さい仮名は、 おかしな表記になってしまうことは、ＭＳＸでも分かっていましたから、プログラムを工夫して「縦書き」 を実現しました。いろいろな問題があったのですが、一応、「物語」ソフトが出来上がりました。ただ、 「解答欄」は、「横書き」です。「物語」ソフトは、同じ「題名」の物を２年生までの漢字・４年生までの 漢字・６年生までの漢字の物を作りました。これは、MSXの物と同じです。そのかわり、このたび作った物は、 「ルビ」つきの漢字も取り上げるという特色を持たせています。２年生までの物には、４年生までの漢字に 「ルビ」つきで使用しました。題は、「かえるの　おなか」という絵本を使っています。。

　絵本の「絵」を使用することは、著作権に抵触されることが考えるので、だれか、自作の絵本を提供して くれる方は、ありませんか。子どもが書いた「絵本」を提供される先生は、ありませんか。「絵」に文章を 書き加えてない方が（つまり、紙芝居形式）よいですが、文章が書きこんであってもかまいません。ぜひ、 提供してください。あなたの「絵本」をパソコンソフトにしませんか。もし、提供される人は、メール してください。
















第二十一回　　同窓会に行った！！







第二十一回　　同窓会に行った！！
2000/3/1　掲載

　病気になってから、家とその回りしか外出は、しませんでした。（ただ、一番上の娘の結婚式に名古屋市に ある「ルブラ」に行ったことはあるけど）　ところが、教員を退職した機会に同窓会をやろうという案内状が 届きました。３０数年前に卒業した、愛知学芸大学の「理科の会」からの物でした。日時は、２月１２日 (土)と言うことでした。ちょうど、家内の休日の日でした。
　当時、愛知学芸大学の前期は、名古屋と岡崎に分かれていました。その岡崎から４年間通った人たちの 同窓会の案内でした。私は、以前は三河にいたので、岡崎に通っていました。理科は、２５人でした。 しばらく、三河の吉田町の中学校に勤めていましたが、知多半島に来ました。そのため、めったに合うこと がない人が多くなりました。
　しかし、私が病気になったとき、心配している人があり、おい見舞いに来れた人もありました。それで、 現状を見て、安心してもらおうと思い、参加してみようと思いました。ただ、病状が、ときどき不安定に なることもあるので、「出席の予定」と書いて、幹事への返事を出しました。そのとき、「座る（正座）は、 不可能である」と書きました。
　２月になったとき、幹事さんが、私の家に尋ねて着ました。幹事さんは、「南知多の方に来たので、 寄ってみた」と言われました。家内は、「わざわざ、私の状態を見に来た」と言っていました。そう言われ れば、幹事さんとしては、病気の私の状態を知ることが必要だったと思います。心配かけてすみませんで した。
　家内は、幹事さんへ電話して、お礼と会場までの道順などを聞きました。それで、幹事さんが案内して くれることになりました。当然のこととして、私は、家内の運転する自家用車でしか、遠くの方には、 行けないのです。

　みんなの近況報告が始まりました。まず、大学にいかれた人と教職につかなかった人の話がありました。 教職につかなかった人は、その人の話にもありましたが、当時、安保問題があったので、その関係で、 教職を拒否されたのです。その人も定年になったのたですが、二度目の勤めで、福祉関係の仕事について いるとのことでした。福祉の仕事は、経済的に非常に苦しいということでした。また、福祉の仕事をやって いる人は、献身的な仕事振りだと言うことでした。
　私の番がきました。失語症があるので、話がよく分からない人があると思いますが、約２点の話をしたと 思います。一つは、心配をかけているので、私の現状を知ってもらいたいので、ホームページを開設しまし たということを話したつもりです。二つ目は、最近、特殊学級用のパソコンソフトを作っていることも できるようになったことを話しました。
　定年になっても、別の仕事を持って活躍している人が多いと感じました。別の仕事を持っている人も、 毎日が日曜日になった人も、生き生きした様子を見せていました。 　
[image: 名称未設定]
　４月１３日に送られて来た、同窓会に参加した人全員の写真。　　送られて来た写真ををスキャナーにかけて、修正しました。
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第二十二回　特殊学級用教育用ソフトのページ開設！！







第二十二回　特殊学級用教育用ソフトのページ開設！！
2000/4/1　掲載

　私は、病気なる前から、「MSXペーシック」で、特殊学級用のソフトを作っていました。「失語症」に なったので、もう「ソフト作り」は、断念すると思っていました。しかし、名古屋市総合リハビリセンターの 言語の先生から、「MSXの扱い方を教えて」ということが出されました。自信は、無かったけれど、「MSXの 扱い方」を始めました。失語症の私は、説明することがなかなか出来ないので、過去に扱った物を、ワープロ で打ち、それを使って、先生に講義を始めました。勿論、このことも、私の失語症のリハビリをねらってい ました。
　ところが、講義の途中で、脳出血の再発をしてしまいました。それで、名古屋市総合リハビリセンターへの 通院は、無くなってしまいました。地元の病院から退院してからは、リハビリも、その病院は、在宅 リハビリをしていましたからです。
　私は、自力で、自分で作った「MSXペーシック」を使って作った特殊学級用ソフトの見なおしを始めました。 それで、時間はかかったけれど、かって作ったプログラムを参考にして、新しいソフトを作れるようになり ました。しかし、全く新しいソフトには、手が届きませんでした。だから、「ウインドーズ」用の 「ベーシック」が使えるかどうか分かりませんでした。
　「ＭＳＸパソコン」は、とっくに製造が中止されています。半田市の特殊学級の「ＭＳＸパソコン」も 壊れると、修理不能なることが予想されています。そこで、家内は、「MSX用ソフト」を「ウインドーズ」用 パソコンに移植できないかと、知人に働きかけていました。しかし、だれも、移植は成功されませんでした。 
　そこで、私は、パソコンを買い替えるとき、「Visal　Basic」を買いました。これは、「ウインドーズ」で ソフトを作るための物です。失語症にかかった私に、新しいソフトが作れるか、心配していました。始めは、 どうするとソフトが作れるか、全く分かりませんでした。約１年がたちました。ようやく、実用になるソフトが 出来るようになりました。そこで、「特殊学級用教育ソフト」のページを作りました。まだ、「MSX」で作った ソフトは、全部移植したわけではありません。これから、ぼつぼつ、移植を続けますから利用してください。 　

















第二十三回　ぷんぷん！！







第二十三回　ぷんぷん！！
2000/4/15　掲載

　私は、現在、「ぷんぷん」状態です。どうしてかと言うと、「介護保険」にかかわることで、 「ぷんぶん」に起こっているのです。
　私は、今までは、「障害者」ということで、医療で、「在宅リハビリ」を、週２回、ある病院に頼んで 来てもってきました。それが、だめになったのです。医療としての「在宅リハビリ」の制度を廃止された のです。その病院は、外郭団体として、介護保険制度としての「訪問リハビリ」は、あるのです。
　「訪問リハビリ」があるのに、私の場合、どうして「在宅リハビリ」を受けられないかと いう分けは、病院の勝手な言い分で、医療行為の「在宅リハビリ」廃止されたからです。病院に行けば、 医療行為のリハビリは、やってもらえると言う病院側の言い分です。
　私の場合は、役場の民生課の回答では、今まで通りの「障害者」としてのサービスを受けられるとの 回答を得ていますから、安心していましたが、病院側が医療行為の「在宅リハビリ」を廃止されては、 どうしようもありません。
　病院にいってリハビリを受けるという道があるという病院側の言い訳もありますが、重要なことが ありまして、病院にいってのリハビリも受けていません。それは、病院におけるリハビリは、予約制で あることです。家に介護人がいる場合はよいのですが、私の場合は、現在は、家内が勤めて収入を得て いますから、一人で、病院のリハビリを受けないといけないのです。しかし、病院に行くときの天候 状態が悪いとき（風が強いとき、雨が降っているとき、気温の状態）は、不可能です。だから、病院での リハビリもあきらめました。
　病院でのリハビリを止めにしたのには、もう一つの理由があります。それは、私が入院しているときとは、 リハビリ室の状態がすっかり変わってしまったと、私が感じたからです。私は、主治医の受診を２週間に １度受けに行きます。それで、受診の後にリハビリを受ける予定でした。病院でのリハビリを受けるには、 一度、主治医の指示書が必要と在宅リハビリの先生から伺っていましたから、この前の受診の時、主治医の 指示書をもらってリハビリ室へ行きました。その指示書は、看護婦が持って行きました。その時の状態が 、以前のリハビリの様子とがらっと変わっていることに気がつきました。看護婦を見たリハビリの先生たちは、 「何をしに来たんだ！」というふうな目をした のみでした。看護婦は、私を椅子に腰掛けさせると、 そそくさとリハビリ室から帰ってしまいましたその間、 リハビリの先生は、だれも看護婦に声をかけることはありませんでした。
　私のことも、うさんくさい目で、眺めていました。でも、リハビリの先生からの 声は、ありませんでした。 ２０分くらい待っていましたが、あきらめました。リハビリの先生達もすっかり変わっていましたが、 「今、主任が不在だから、しばらくまってください」などと声をかけるのが普通と思います。そんなことも 出来ないなら、リハビリもいい加減なことをやっていると考えます。「心のこもった態度」は、 医療行為以前の「人間の心」の問題であると思います。このことも、 「ぷんぷん」のもとです。
　このような状態では、「やっぱりね！」ということがあります。在宅リハビリに来たくれた先生に関する ことです。この先生は約２年間家に来てもらっていました。その間、奇妙なことに、私の家のドアが閉っているのに 、声も出さずに、いきなりドアを開けて入って来るのです。郵便局の配達員は、書留などの時は、玄関の外で 声を出し、そのまま待っているのです。私が「どうぞ」の声を出すと家の中に入ってきます。例え、医療での 訪問でも、同じことだと思っていました。黙って家に入って来た先生は、廊下まで入って着ました。私は、 すぐ隣の部屋で待つことをしたいましたので、「ちょっとまっていて！」と声をかけていました。本来は、 尋ねて来た人が声を出すことが始めと思います。帰るときも、ものすごく小さい声の挨拶をすることが通例 でした。挨拶もなしで帰っていくこともありました。今、介護保険の認定待ちの状態です。たとえ、 「訪問リハビリ」が見とめられても、こんな状態のリハビリの先生には、リハビリをやってもらいたく ないと思います。
















第二十三回の２　介護保険の認定が来た！！







第二十三回の２　介護保険の認定が来た！！
2000/4/15　掲載

　私は、脳疾患であるから、６５歳になっていないが、介護保険の該当者ということで、 仕方なく、介護保険の申請をしました。
　３月までも、１級（以前は、２級）の障害者手帳があるから、町の福祉協議会のサービスと医療保険が 無料になるということがありました。外来で医者にかかるときは、今でも無料というサービスは 受けています。これは、愛知県のサービスです。いつもで続くかは、未定ですが、介護保険制度は、 自己負担が１割あるということで、障害者にも１割の負担を求めるということがあります。
　さて、介護保険の認定の話に戻ります。私の認定は、「要介護１」という物でした。介護保険の認定は、 「自立」「要支援」「要介護１」「要介護２」「要介護３」「要介護４」「要介護５」の段階があります。 「自立」では、保険料は取られてしまいますが、サービスは全くありません。私の場合は、「要介護１」 です。
私の今までのサービスは、在宅リハビリが週２回と耳鼻科に通うときのヘルパーさんの付き添いが 月２回でした。だから、多分、これくらいの事は、出来ると思います。
　しかし、そのサービスは、具体的にどのような物になるかは分かりません。今までの、医療しての 「在宅リハビリ」が介護保険の「訪問リハビリ」と同等な物かも分かりません。そのサービスに対する 自己負担額は、全く分からないのです。これでは、介護保険制度が、まるで分からないと同じことです。 テレビなどの報道では、介護保険になったら、自己負担額が多くなって、 サービスを減らさなくなったとの話があります。介護保険にかかわる具体的な サービスやそれにかかる負担金のことが分かっている人は、一般の人には皆無だろうと思います。一部の 介護ビジネスの担当者しか分からないと思います。こんな、保険制度には、私は、反対です。
















第二十四回　訪問リハビリについて！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
第二十四回　訪問リハビリについて！！ 
2000/6/1　掲載

　朝日新聞の５月１７日の朝刊に、介護保険による「訪問リハビリ」についての記事がありました。東京・ 下町の現場が舞台でした。
　台東区のある人（新聞には、実名が載せてありました）は、四月に自室で転んで、ほとんど動けない ことが続いたそうです。それが、ある会社の「訪問リハビリ」で、動けるようなったそうです。その記事に よると、理学療法士のさまざまな励ましがあったと書いてありました。
　神田に住む女性は、脳梗塞の後遺症で右半身麻痺で、四月以来、包丁を持ったことがないという状態 だったそうです。それが、作業療法士のアイデアと補助具で、料理に取り組んでいるそうです。
　いずれの場合も、介護保険の成果という記事です。しかし、「訪問リハビリ」のことを知らない人が多い こと。「訪問リハビリ」に従事している理学療法士や作業療法士が少なくて、「訪問リハビリ」の回数が 少ないとも書かれています。
　記事の最後に、コメントなしで、「訪問リハビリ」の料金が書かれていました。それによると、病院や 診療所のからの派遣だと、１日約５５００円、訪問看護ステーションからの 派遣だと、１回３０分から１時間未満が約８３００円、自己負担は１割だと 書いてありました。

　これで、分かったことがあります。私が受けていた医療行為の「在宅リハビリ」が、原則的に廃止された 理由です。医療とした病院からのお金と、「介護保険事業所」のお金の差が大きいからです。病院のリハビリ に従事している人を「訪問リハビリ」に回すことしか介護保険の運営が成り立たないと思います。だから、 病院の経営のことを考えると「介護保険事業所」を作ったことは、無理からんことです思います。 そうすると、医療行為としての「在宅リハビリ」の従事者は、「無し」になると思います。 私のようにリハビリを続けないと機能保持がむずかしい者にとっては、医療行為の在宅リハビリの廃止は、 納得がいきません。これは、病院の問題では無く、介護保険制度に問題があると思います。このことは、 ヘルパーさんにも、同じことが言えるだろうと思います。今までのように、「福祉」で来てもらっていた人 のサービスが中止されることが考えられます。私のように「脳疾患」である物には、介護保険の適用があるが、 交通事故による障害者は、どうしているかと考えます。

　今後は、一般の障害者にも、今まで通りの福祉サービスを実施することが、役場の福祉担当者の務め だろうと思います。それと同時に、役場の介護保険の担当者は、目をひからして、「訪問リハビリ」の 施療時間厳守を、また、その質を高めることなどに、各事業所を監督していくことが必要と思います。「 いままでの「福祉」と違い、介護保険が受ける人の権利だ(相当な金額がかかる)」ということも しっかり行政側の責任で、PRしていくことも必要だと思います。武豊町の役場のPRコーナーで何回も見に いっても「介護保険に関する」物は、皆無でした。特に、介護保険でのサービスについての具体的なPRを 望みます。ただ、ケアーマネージャーのみ介護保険のサービスのことを知っているのではいけないと思います。
　もう一つ、大事なことがあります。それは、朝日新聞の記事では、理学療法士や作業療法士さんの知恵で 歩けたり、料理ができたりしています。だから、介護保険を受けている人たちや、日常介護している家族 などの人たちが、理学療法士や作業療法士への注文を厳しい物にすること です。前に書いたように「在宅リハビリの先生が、だまって玄関をはいってくる」ような人は、「訪問 リハビリ」には、遠慮してもらうべきです。ただ、おざなりのリハビリだけやるとうな人は、排除すべき です。私が通う脳神経外科の先生は、いつも、診察するとき「笑顔」を絶やしません。看護婦さんの一部も 「笑顔」で接してくれます。このことは、医療以前の人間性の問題です。ぜひ、「訪問リハビリ」に携わる 人たちが、「笑顔」「明るい挨拶」を自然に出来るように、指導者は、教育するべきです。そのことが できた人のみ、「訪問リハビリ」をせさるべきだと思います。たかだか、「あいさつ」というべきでは ありません。患者や介護にあたったいる家族などにとっては、重要なことだと思います。私の「闘病記」の 中にも、名古屋リハビリセンターの運動療法士や作業療法士や言語療法士の先生が「明るい笑顔が印象的で す」と書いたのを覚えていますか。その「笑顔」が私の闘病の支えになったのです。
















第最終回　　　久しぶりに家事援助受けた！！







＜＜　生活の様子最近思った事　＞＞
―　介護保険にかかわること　―
第最終回　　　久しぶりに家事援助受けた！！
2001/3/9　掲載

　介護保険になってから、家事援助を受けました。それは、家内の都合で、家内が３日間留守にしたので、 その間、ヘルパーさんに昼食を作ってもらいました。どうして、「久しぶり・・・・」と書いたのは、 介護保険制度がまだ無かったころに、ヘルパーさんに、昼食作りをしてもらったことがあるからです。 そのころは、福祉の観点からサービスを受けていました。家内の所得がありましたので、有料でした。 しかし、所得の程度によってサービスの料金は違っていました。所得が無い人は、無料でした。 
　しかし、介護保険では、所得の程度には関わり無く、料金の１割負担が義務つけられています。しかも、 介護保険の認定の程度によって、サービスを受ける時間の差があります。それで、介護保険になってから、 サービスを減らさなくてはならない人が多くあると聞いています。
　介護保険の保険料は、サービスを受けていない人も払わなくてはなりません。しかも、所得の無い人も 払わなくてはなりません
　そこで、「介護保険」とは、何かと思いました。「福祉」のときのサービスとは、 全く違う物に変身していると思います。私は、武豊町の「福祉協議会」が作った介護保険事業所のサービスを受けて います。福祉協議会でやる事業とは、少し違っていると思いますが、介護保険の制度が出来たころは、 みんな「福祉」関連事業と考えていたようです。あくまで「保険」であると 思います。介護の必要無い人からも保険料を、義務的に取るからです。将来、介護が必要になった時には、 認定額の介護を受ける権利が生ずるのです。だから、「保険」です。 事業所は、介護保険のサービスを保証しないといけないと思います。武豊町では、サービスの質が、 まだまだ、足りないと思います。例えば、戸外での歩行訓練をしてくれるところは、ありません。以前は、 ヘルパーさんが、散歩してくれることを見かけたことが、しばしば見かけられてのですが・・・・・

　今回受けた昼食作りのヘルパーさんの様子は、以前受けた時の様子に比べて違いはありませんでした。 むしろ、今回のヘルパーさんの態度は、良かったと言うべきと思います。それは、第一日目のヘルパー さんの「食器は、次ぎのヘルパーが洗うから・・・・」と言う言葉から言えると思いました。私は、 名古屋市リハビリセンターの「更生施設」の「調理実習」の時、左手一本での食器洗いは訓練をしてきた ので、食器洗いはね自分で済ませました。武豊町でも、「自立を目指しての訓練」をしてくれる施設がある とよいと思います。
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